
■ Igor Stravinsky Suite Italienne for Violin and Piano
  I.ストラヴィンスキー　イタリア組曲

コー・ガブリエル・カメダ 日本公演
愛の喜び、愛の悲しみ　　クライスラーに捧げる没後50周年メモリアル

※後半プログラム

■ Fritz Kreisler　Sicilienne et Rigaudon (In the style of Francoeur)
  F.クライスラー　フランクールの様式によるシチリアーノとリゴードン
■ Fritz Kreisler　La chasse (In the style of Cartier)
  F.クライスラー　カルティエの様式によるシャセ
■ Nicolò Paganini/Kreisler　Caprice No.20
  N.パガニーニ／クライスラー編　カプリースNo.20 
■ Nicolò Paganini/Kreisler　Caprice No.13
  N.パガニーニ／クライスラー編　カプリースNo.13
■ C.W. Gluck/Kreisler　Melodie
  C.W.グルック／クライスラー編　メロディ
■ Fritz Kreisler　The Old Refrain
  F.クライスラー　オールド・リフレイン
■ N.Rimsky-Korsakov/Kreisler　Hymn to the Sun
  N.リムスキー=コルサコフ／クライスラー編　歌劇「金鶏」より太陽への讃歌
■ Robert Schumann/Kreisler　Romanze in A-Dur
  R.シューマン／クライスラー編　ロマンス イ長調
■ Henryk Wieniawski/Kreisler　Caprice in A-minor
  H.ヴィエニャフスキ／クライスラー編　カプリース イ短調
■ Fritz Kreisler　Tambourin Chinois
  F.クライスラー　中国の太鼓
■ W.A.Mozart/Kreisler　Rondo
  W.A.モーツァルト／クライスラー編　「ハフナー・セレナード」よりロンド
※プログラムは変更する場合があります。

■ Karen Khachaturian Sonata in G-minor
  K.ハチャトゥリアン ヴァイオリン・ソナタ ト短調 作品１

ピアノ／川島　基

■チケットお申込み
KGKコンサートオフィス
FAX専用 : 03-5232-5428
E-MAIL : kgkconcert@gmail.com
住所、氏名、電話番号、希望枚数を
明記のうえ、FAXもしくはE-MAILにて
お申し込みください。
主催／KGKコンサートオフィス
後援／ドイツ連邦共和国大使館

JAPAN TOUR 2012 SPRING

■前半プログラム

■後半プログラム

on Friday, 16 March 2012 at Hamarikyū-Asahi Hall

開場 18：30
開演 19：002012年3月16日（金）

浜離宮朝日ホール
全席自由  5,000円
〒104-8011　東京都中央区築地5-3-2　　Tel.03-5541-8710

愛の喜び、愛の悲しみ　　　クライスラーに捧げる没後50周年メモリアル



Motoi Kawashima

Koh Gabriel Kameda
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Motoi Kawashima（川島　基）　piano

Koh Gabriel Kameda　violin
南ドイツ フライブルグ市に、日本人外科医である父とドイツ人の母のもとに生まれる。

6歳よりヴァイオリンを始め、12歳でカールスルーエ音楽大学に入学を許可され、リシン教授に師事。

18歳の時、ピンカス・ズーカーマンの招請を受けて、2年間ニューヨークのマンハッタン音楽院に学ぶ。

87年、西ドイツ青少年音楽コンクール全国優勝。クロスター・シェーンタール国際ヴァイオリン・コンクール

優勝。90年、ウィーンにてユーロヴィジョン賞受賞。97年、第3回ヘンリク・シェリング国際コンクール優勝。

88年13歳の時に、ドイツのバーデン・バーデン交響楽団とヴュータンのヴァイオリン協奏曲第5番を弾い

てコンサート・デビュー。以来、シュターツカペレ・ドレスデン、ベルリン響、イスラエル・フィル、フィルハーモニ

カ・フンガリカなど、世界の主要オーケストラと、また、ズーカーマン、ラニクルズ、オーレン、P.スタインバーグ

ほか、名だたる指揮者とも数多く共演しソリストとしての研鑽を積む。

日本では、90年、NHKスペシャル「アインシュタイン・ロマン」にアインシュタイン少年役として出演し、テー

マ曲を演奏。99年、ドキュメンタリー人間劇場「命の音が聞こえる」（テレビ東京）に出演。91年9月、サント

リーホールにて東京シティ・フィルハーモニック管弦楽団との共演により日本デビューを果たす。2002年に

は、新日本フィルハーモニー交響楽団、ジェラード・シュワルツ指揮との共演により、グリュンバーグのヴァイ

オリン協奏曲を日本初演。この曲は、ハイフェッツにより作曲を委託され、1945年以来再演されたことがな

い作品である。ひきつづき、2005年には同作曲家の「4つのシルエット」を世界初演し話題を呼んだ。

2010年4月よりデットモルト国立音楽大学（ドイツ）の教授として学生の指導にあたる。現在、デットモルト

在住。

●「彼の奏法と非常に確かな様式感には深い感銘を受けた」（ユーディ・メニューイン）

●「偉大な才能の持ち主。この若い芸術家の豊かな表現力、完成された技術は全くすばらしい」（ヴィトル

ト・ルトスワフスキ）

http://www.kohgabrielkameda.com/

岡山に生まれ、10歳より本格的にピアノと作曲を始める。

東京音楽大学ピアノ演奏家コースに特待生として入学し、同大学院を主席で修了。

その後、ローム・ミュージックファンデーション奨学生として、ドイツ国立ワイマール“フランツ・リスト”音楽大学

大学院に留学、さらには文化庁派遣研修生としてベルリン芸術大学院にて学ぶ。

スクリャービン国際ピアノコンクールで優勝するほか、マルサラ市国際ピアノコンクール、アリシア・デ・ラロー

チャ国際コンクール、アルトゥール・シュナーベル国際ピアノコンクール、サン・マリノ共和国国際ピアノコン

クール、ジュリアーノ・ペカール賞国際ピアノコンクール、ブゾーニ国際ピアノコンクールなど、数々の国際コ

ンクールで上位入賞を果たす。とりわけ、2005年ドイツ・ドルトムントで開催された第10回シューベルト国際

ピアノコンクールでの優勝により一躍脚光を浴びた。

2008年「ラ・フォル・ジュルネ音楽祭“熱狂の日”」出演ほか、ドイツ・ホフ交響楽団との演奏会、2009年に

はミュンヘン・フィルの本拠地、ミュンヘン・ガスタイクで日本人としては初めて「Winners&Masters」のシ

リーズでミュンヘン・デビューリサイタルを開く。

また、クロアチア・ドブロヴニク国際音楽祭、コモ湖・ピアノマスター国際音楽祭ほか、国際音楽祭にも招待

されるほか、サントリーホール10周年記念公演、NTTドコモ・コンサート、ヴァン・クライバーン協会例会リサイ

タルなど数々のリサイタルに出演している。ベルリン交響楽団、ベルリン・ホーエンフェルス交響楽団、ドルト

ムント管弦楽団、イエナフィルハーモニー管弦楽団、グロッセート交響楽団、ルーマニア国立バカウ交響楽

団、東京シティー・フィルハーモニック管弦楽団など多数のオーケストラと共演。

2011年4月には3枚目のCDとなる“FIREBIRD”火の鳥 をリリース。

ヨーロッパで活躍できる数少ない日本人アーティストとして、今後の活躍が期待されている。

現在、ベルリン在住。

http://www.motoi-kawashima.com/
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都営大江戸線「築地市場駅」下車A2出口すぐ
朝日新聞社新館2F
〈そのほかの交通〉
■ 日比谷線/築地駅2番出口・東銀座駅6番出口（徒歩約8分）
■ JR新橋駅/地下鉄銀座線・新橋駅（徒歩約15分）
■ タクシーで新橋駅から10分、東京駅八重洲口から20分、
  銀座駅から15分、浜松町駅から10分
■ 駐車場は、海岸通りにある首都高速道路汐留出口そばの
  首都高速汐留駐車場をご利用ください。
　　 30分200円 24時間営業  　　  03-3542-0341料金 Tel


